
　１１月２０日、増毛幼稚園ではお誕生会がひらかれました。１０月、１１月、１２月生まれのお友だち８名に、

他の園児や園長先生から王冠や折り紙のクリスマスツリー、お歌などをプレゼントしてお祝いしました。

町の表彰町の表彰式式！！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ２～２～３３ＰＰ
まちの話題（ふるさと納税ほかまちの話題（ふるさと納税ほか））‥‥‥‥‥‥‥‥４４～５～５ＰＰ

暑寒別岳スキー場オープン！‥‥暑寒別岳スキー場オープン！‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１１１１ＰＰ

年末年始休業のお知ら年末年始休業のお知らせせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２１２ＰＰ などなど

町の表彰式！‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ２～３Ｐ
まちの話題（ふるさと納税ほか）‥‥‥‥４～５Ｐ

暑寒別岳スキー場オープン！‥‥‥‥‥‥‥‥ １１Ｐ

年末年始休業のお知らせ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１２Ｐ など



　１１月６日、町体育協会（上野剛会長）主催の平成２７年度増毛町体育協会スポーツ表彰式が文化セ

ンターで行われました。今回はスポーツ奨励賞１名、スポーツ振興賞２名が選ばれ、上野会長から

受賞者３名に対し表彰状が授与されました。受賞された方は以下の通りです。（敬称略〈 　〉内は推薦団体）

◇平成２７年度増毛町体育協会スポーツ表彰式◇

　奈　良　きらり〈増毛スキー連盟〉

　平成２７年３月１２日～１５日に富良野市で開催された「第２７回全国

高等学校選抜スキー大会」スーパー大回転の部において、高校１

年生ながら見事優勝の成績を収めました。

※きらりさん本人は海外遠征で不在のため、式では父の賢一さん

が代わりに賞状を受けとりました。

スポーツ奨励賞

　武　田　瑞　司〈増毛サッカー連盟〉

　平成２年４月、増毛サッカー連盟の会長に就任し、現在に至る

まで２５年間会長職を務められています。増毛町におけるサッカー

の振興とスポーツ環境整備を図り、サッカーを通して青少年の健

全育成に多大な貢献をされました。

スポーツ振興賞

　町　田　浩　三〈増毛軟式野球連盟〉

少年野球チーム「舎熊パルサーズ」の監督を１１年間務め、技術指

導はもとより、生活面の規律に至るまで、手厚く指導。同チーム

解散後も増毛軟式野球連盟審判部長として審判に携わるほか、日

頃から町民グラウンドの環境整備に取り組み、軟式野球の振興、

青少年の健全育成及び社会体育活動へ多大な貢献をされました。
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誉
を
た
た
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表
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　岩　永　英　竜（畠中町５）

　永年に亘り、増毛町社会福祉協議会会長として、地域の社会福祉の向上

に力を発揮されるとともに、数々の要職を歴任し、各団体の発展に大きく

貢献されました。

功 労 表 彰

○自治振興部門

　鷲尾　練一（箸別）　合羽井 男（舎熊）

○社会事業部門　　　　　　○防災部門

　谷　　寛龍（別苅）　　　　大石　忠幸（阿分）

功 績 表 彰

　松本　伸一（七源町）　　　杉山　重幸（南畠中町６）

　新井　　睦（南暑寒町６）　松原　涼子（留萌市）

勤 続 表 彰

　まちづくりに貢献された方をたたえる、平成２７年度増毛町表彰式が１１月３

日の文化の日にオーベルジュましけで行われました。

　今年度は、功労表彰１名、功績表彰４名、勤続表彰４名の計９名の受賞と

なり、堀町長より表彰状や記念品などが手渡されました。受賞された方は以

下の通りです。（敬称略）

◇平成２７年度増毛町表彰式◇

▲表彰式の様子

滑
謝
辞
を
述
べ
る
町
田
浩
三
さ
ん

滑
堀
町
長
よ
り
表
彰
状
と
記
念
品
を

　
手
渡
さ
れ
る
岩
永
英
竜
さ
ん
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月
７
日
、
増
毛
町
図
書
館
協

１１
議
会
（
大
井
学
会
長
）
主
催
で
募

集
さ
れ
た
平
成
　
年
度
増
毛
町
読

２７

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式

が
元
陣
屋
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
、
町
内
の
各
小
学

校
中
学
校
合
わ
せ
て
２
８
３
点
と

な
り
、
今
回
は
最
優
秀
賞
４
点
、

優
秀
賞
５
点
、
優
良
賞
５
点
、
佳

作
　
点
の
計
　
点
が
入
賞
し
ま
し

１２

２６

た
。
　
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
優
良
賞

の
作
品
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

各
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

【
最
優
秀
賞
】

　
村
井
　
結
子
（
増
小
２
年
）

　
平
館
　
光
樹
（
舎
小
３
年
）

　
山
田
咲
千
香
（
増
小
６
年
）

　
中
村
　
望
愛
（
増
中
１
年
）

【
優
秀
賞
】

廣
野
　
晴
菜（
増
小
２
年
）、佐
藤

　
充
希（
増
小
４
年
）、鈴
木
　
菜

菜（
増
小
５
年
）、原
田
　
瑠
美
音

（
増
中
１
年
）、木
戸
　
佑
香（
増
中

３
年
）

【
優
良
賞
】

近
藤
　
一
羽（
舎
小
１
年
）、山
田

　
玲
音（
舎
小
４
年
）、村
井
　
継

（
増
小
５
年
）、村
上
　
晴（
増
中
２

年
）、菊
谷
　
莉
子（
増
中
３
年
）

【
佳
　
作
】

富
野
　
楓（
増
小
１
年
）、三
浦
　

岳
斗（
増
小
２
年
）、川
崎
　
七
夏

（
舎
小
２
年
）、髙
橋
　
愛
子（
増
小

３
年
）、中
谷
　
惠
満（
増
小
３
年
）、

工
藤
　
珠
璃（
増
小
３
年
）、林
　

慶
輔（
増
小
４
年
）、佐
野
　
智
尋

（
増
小
４
年
）、山
田
　
琉
梨（
舎
小

５
年
）、玉
田
　
陽
大（
舎
小
６
年
）、

岡
村
　
厚
介（
増
中
１
年
）、宇
治

　
英
恵（
増
中
２
年
）

 ◇
増
毛
町
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
◇

　
　
月
９
日
、
民
生
委
員
や
心
配
ご
と
相
談
所

１１
相
談
員
な
ど
を
長
年
務
め
、
地
域
福
祉
の
向
上

に
尽
力
し
た
と
し
て
、
会
社
役
員
の
横
木
初
芽

さ
ん
、
宮
司
の
小
林
千
秋
さ
ん
に
、
留
萌
振
興

局
保
健
環
境
部
の
森
川
雅
代
環
境
福
祉
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
賞
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者

と
経
歴
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　
横
木
　
初
芽
（
阿
分
）

　
　
経
歴
概
要

　
民
生
委
員
児
童
委
員
（
平
成
　
年
～
現
在
）

１３

　
心
配
ご
と
相
談
所
相
談
員
（
平
成
　
年
～
現
在
）

１３

　
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

　
　
　
（
平
成
　
年
～
　
年
、　

年
～
現
在
）

１３

１９

２５

　
小
林
　
千
秋
（
稲
葉
町
）

　
　
経
歴
概
要

　
民
生
委
員
児
童
委
員
（
平
成
　
年
～
現
在
）

１３

　
心
配
ご
と
相
談
所
相
談
員
（
平
成
　
年
～
現
在
）

１３

　
国
税
庁
の
租
税
教
育
の
一
環
と
し
て
募
集
さ

れ
て
い
る
「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

に
お
い
て
、
北
海
道
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会

長
賞
を
受
賞
し
た
増
毛
中
３
年
の
菅
原
悠
さ
ん
、

留
萌
税
務
署
長
賞
を
受
賞
し
た
同
校
３
年
三
國

葵
さ
ん
に
対
し
、　

月
　
日
増
毛
中
学
校
で
、

１１

１０

谷
内
田
満
留
萌
税
務
署
長
よ
り
、
賞
状
と
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
し
た
二
人
は
、
谷
内
田
署
長
と
の
対
話

の
中
で
、「
税
金
の
無
駄
遣
い
は
絶
対
や
め
て

ほ
し
い
。
困
っ
て
い
る
高
齢
の
方
や
子
ど
も
の

教
育
に
使
っ
て
ほ
し
い
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

各
賞
受
賞
者
（
敬
称
略
）

　
○
北
海
道
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

　
　
　
　
増
毛
中
３
年
　
　
菅
原
　
　
悠

　
○
留
萌
税
務
署
長
賞

　
　
　
　
増
毛
中
３
年
　
　
三
國
　
　
葵

 ◇
平
成
　
年
度
留
萌
振
興
局
長

２７（
社
会
福
祉
課
所
管
）
表
彰
◇
 

◇中学生の税についての作文表彰◇

▲賞状と記念品が手渡された菅原悠さん（中央）と
三國葵さん（左から２人目）

▲賞状が手渡された横木さん
（上）と小林さん（下）
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月
　
日
、
高
齢
者
の
防
犯
や
交
通
安

１１

１１

全
に
つ
い
て
の
意
識
の
高
揚
と
、
ゲ
ー
ム

等
を
通
じ
て
高
齢
者
相
互
の
交
流
を
図
る

目
的
で
、
平
成
　
年
度
防
犯
・
交
通
安
全

２７

高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

町
内
の
高
齢
者
約
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

８０

　
前
段
で
留
萌
警
察
署
か
ら
、
交
通
安
全

と
特
殊
詐
欺
な
ど
の
防
犯
対
策
等
に
つ
い

て
の
講
話
を
聞
い
た
後
、
ゲ
ー
ム
競
技
で

得
点
を
争
っ
た
り
、
昼
食
後
は
、
あ
っ
ぷ

る
保
育
所
の
子
ど
も
達
が
お
遊
戯
を
披
露

し
、
参
加
者
達
は
手
を
振
っ
た
り
し
て
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
な
ど
を
通
じ

て
、
参
加
者
同
士

の
親
睦
が
深
ま
っ

た
よ
う
で
し
た
。

防
犯
・
交
通
安
全
　
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
交
流
会

　
増
毛
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
「
頑
張
れ
増

毛
応
援
寄
附
」
の
今
年
度
の
合
計
額
が
　１０

月
　
日
で
３
億
円
を
突
破
、
寄
附
件
数
も

３１
１
万
８
千
件
を
超
え
ま
し
た
。

　
道
内
で
は
、
上
士
幌
町
に
次
い
で
２
番

目
（
４
月
～
９
月
ま
で
の
上
半
期
）
の
寄

附
金
額
と
な
り
、
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
お
礼
と
し
て
贈
る
町
内
の
特
産
品
が

人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
産
品
の
内
容
は
、
町
内
の
農
家
が
栽

培
し
た
果
実
や
お
米
、
町
内
で
水
揚
げ
さ

れ
た
海
産
物
、
ま
た
町
内
業
者
が
販
売
し

て
い
る
水
産
加
工
品
、
そ
し
て
地
酒
や

シ
ー
ド
ル
な
ど
、
町
内
で
生
産
・
加
工
さ

れ
て
い
る
も
の
で
、
寄
附
金
額
の
約
３
割

が
こ
れ
ら
の
特
産
品
の
購
入
費
に
充
て
ら

れ
て
い
ま
す
。
お
礼
の
特
産
品
を
受
け

と
っ
た
方
か
ら
直
接
、
特
産
品
販
売
業
者

に
追
加
注
文
が
入
る
場
合
も
あ
る
そ
う
で

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
そ
の

他
必
要
な
事
務

用
品
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
カ
タ

ロ
グ
の
印
刷
に

つ
い
て
も
町
内

業
者
を
利
用
し

て
お
り
、
増
毛

町
に
お
け
る
経

済
効
果
は
ゆ
う

に
１
億
円
を
超
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
３
億
円
は
、
１
年
間
の
町
税
の
収
入
に

近
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
寄
附
金
額
の
９
割
以
上
が
町
外
在
住
者

か
ら
の
寄
附
と
な
っ
て
お
り
、　

月
２
日

１１

に
は
、
増
毛
町
出
身
で
本
間
工
業
株
式
会

社
（
札
幌
市
）
代
表
取
締
役
の
本
間
茂
さ

ん
よ
り
、「
頑
張
れ
増
毛
応
援
寄
附
」
に
多

額
の
寄
附
を
い
た
だ
き
、
堀
町
長
よ
り
感

謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
方
か
ら
増
毛
町
が
い

か
に
応
援
さ
れ
て
い
る
か
が
実
感
で
き
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
方
か
ら
い
た
だ
い
た
応

援
の
気
持
ち
を
無
駄
に
せ
ず
、
町
民
一
丸

と
な
っ
て
、
今
後
も
応
援
し
て
も
ら
え
る

様
な
町
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

▲大口寄附をしてくださった本間茂さん（左）

ふ
る
さ
と
納
税
３
億
円
突
破
！
増
毛
町
出
身
の
本
間
茂
さ
ん
よ
り
大
口
寄
附

　
　
月
　
日
、
民
族
歌
舞
団

１１

１２

こ
ぶ
し
座
が
増
毛
幼
稚
園
を

訪
問
し
、
増
毛
幼
稚
園
児
と

あ
っ
ぷ
る
保
育
所
の
子
ど
も

達
合
わ
せ
て
約
　
名
の
前
で

５０

公
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
ぶ
し
座
は
９
日
に
文
化

セ
ン
タ
ー
で
、　

日
は
留
萌

１０

市
で
公
演
を
行
っ
て
お
り
、

今
回
は
メ
ン
バ
ー
４
人
が
来

園
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
太
鼓
や
笛

の
音
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を

打
ち
な
が
ら
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　
獅
子
舞
の
演
目
で
は
、

「
ご
ん
く
ろ
う
」
と
名
付
け

ら
れ
た
獅
子
を
子
ど
も
達
が

「
出
て
お
い
で
」
と
元
気
よ

く
呼
び
出
し
、「
ご
ん
く
ろ

う
」
が
、
子
ど
も
達
一
人
ひ

と
り
の
頭
を
か
ん
で
回
り
ま

し
た
。
最
後
は
メ
ン
バ
ー
と

記
念
撮
影
を
し
て
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

こ
ぶ
し
座
、
増
毛
幼
稚
園
を
訪
問
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　ラッキーセブンの今回は、11月８日に文化センター大ホールで開催された「暑寒ウィンドアンサンブ

ル」の第７回定期演奏会におじゃまいたしました。

　結成８年目を迎えるこの「暑寒ウィンドアンサンブル」は、地元の吹奏楽経験者などを中心に結成さ

れ“子どもから大人まで誰もが楽しめる音楽を演奏する事”をモットーに活動しているそうです。

　今回、はじめて定期演奏会におじゃましましたが、吹奏楽の定番から昭和歌謡、アニメメドレーまで

ジャンルや年代も幅広い選曲となっており、しかもたくさんの楽器を使って見事なハーモニーを奏でて

いて迫力満点！吹奏楽や楽器演奏に全く興味のなかった広報マンに手拍子させるなんて、たいしたもん

です！

　会場内に響き渡る美しくて迫力のある演奏、そしてこだまする150人

以上の手拍子と心地よい一体感。上質なコンサートホールを堪能した２

時間でした。（上質も何も、コンサートホールに行ったことありませんが…）

　暑寒ウィンドアンサンブルでは、新規団員を募集しているとのことで

す！かつて中学校や高校、大学などで吹奏楽を経験された方、また、現

役で管楽器やパーカッションなどを演奏できる方！

ぜひ下記までご連絡ください！

練習の見学も受け付けているそうで

す！

練 習 日：毎週月・金　19時から

練習場所：文化センター

連 絡 先：Ｃｈｅｒｒｙ－Ｂ　横山まで

　　　　　　　　　電話 53－1900

ｖｏｌ，７

　
　
月
　
日
、
　

日
に
屋
内
グ
ラ
ン
ド
で

１１

１４

１５

「
増
毛
ラ
イ
オ
ン
ズ
カ
ッ
プ
第
　
回
増
毛

３０

フ
ッ
ト
サ
ル
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
」
が
行
わ
れ
、

留
萌
管
内
　
チ
ー
ム
が
参
加
。
増
毛
サ
ッ

２２

カ
ー
少
年
団
か
ら
は
、
学
年
ご
と
に
編
成

さ
れ
た
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
は
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
大
き

な
声
を
掛
け
合
い
な
が
ら
プ
レ
ー
し
て
い

ま
し
た
。

　
男
子
小
学
生
５
・
６
年
の
部
で
は
、
増

毛
サ
ッ
カ
ー
少
年
団
５
・
６
年
Ａ
チ
ー
ム

が
決
勝
戦
ま
で
駒
を
進
め
ま
し
た
。
決
勝

戦
で
は
、
惜
し
く
も
留
萌
市
の
チ
ー
ム
に

負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
準
優
勝
と
い

う
良
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
観
客
か
ら

は
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
プ
レ
ー
し
た
選

手
達
に
温
か
い
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

闘
志
を
燃
や
し
て
勝
利
を
目
指
す

　
　
月
　
日
、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
「
第
４

１１

１６

回
ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル
」
が
開
催
さ
れ
、

約
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、「
北
海
道
で
江
戸
噺
」
と
題
し

て
三
遊
亭
圓
馬
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

若
手
落
語
家
ユ
ニ
ッ
ト
「
チ
ー
ム
江
戸
噺
」

を
招
き
、
落
語
家
５
名
に
よ
る
落
語
や
な

ぞ
か
け
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
演
目
「
時
そ
ば
」
で
は
、
落
語
の
醍
醐

味
と
さ
れ
て
い
る
、
蕎
麦
を
勢
い
よ
く
す

す
る
音
や
熱
い
ち
く
わ
を
食
べ
て
い
る
様

子
な
ど
に
、
観
客
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
江
戸
の
情
緒
を
感
じ
さ
せ
る
古
典
落
語

か
ら
新
作
落
語
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

の
技
を
堪
能
し
た
観
客
か
ら
は
、「
初
め

て
落
語
を
見
た
が
、
こ
ん
な
に
面
白
い
も

の
だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

伝
統
的
な
話
芸
を
披
露

団員募集中です団員募集中です！！
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①路上駐車はやめましょう

　早朝の除雪時に路上駐車をしている車が数多

く見受けられます。吹雪の時は確認が困難であ

り、追突・接触等により損傷を受ける場合もあ

りますので、路上での終夜駐車は絶対しないで

ください。また、所用で駐車している場合に除雪

車が来たら支障のない場所に移動してください。

②道路に雪を捨てないでください

　除雪道路内に自宅玄関先や裏小路の雪を捨て

ている人が多数見受けられます。雪を捨てると

道路幅が狭くなり、交通の安全性を害しますの

で、除雪道路内には捨てず道路外に捨てるよう

にしてください。

③雪捨て場所について

　商店・事業所等の個人が排雪する場合の雪捨

て場は、暑寒海浜キャンプ場（旧暑寒海水浴場）

を予定しており道路には投雪せず運搬排雪をお

願いします。

　また、石・土砂等が混じり、汚染公害を招く

廃棄物は捨てないでください。なお、ゴミの不

法投棄は法律により罰せられますので絶対に捨

てないでください。

④除雪機械による除排雪について

　個人や会社が除雪機械により除排雪する時は、

河川（永寿川、錦川等）や道路には投雪しない

でください。また、公共施設（線路縁石、フェ

ンス、側溝、橋欄干等）の損傷には十分注意し、

万一、損傷したときは直ちに報告してください。

⑤流雪溝の管理運営について

　流雪溝を利用される方は、約束事項を守って、

事故の無いように使用しましょう。

また、気象状況により中止とする場合がありま

す。その場合は防災無線等により、お知らせし

ます。

【問合せ先】

 国道：留萌開発建設部・第１道路工務課

（電話 ４２－３１６８）

 道道：留萌建設管理部・事業室事業課

（電話 ４２－１８４９）

 町道：増毛町役場・建設課管理係

（電話 ５３－１１１５）

 町道：増毛産業振興協同組合

（電話 ５３－３８１０）

　
例
年
、
冬
季
に
開
始
し
て
お
り
ま
す

ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
　
月
３
日（
木
）

１２

よ
り
運
転
い
た
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
施
設

の
老
朽
化
、
融
雪
機
能
が
随
所
に
低
下
を

来
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
電
気
料
の
経

費
削
減
を
は
か
る
目
的
で
ロ
ー
ド
ヒ
ー

テ
ィ
ン
グ
の
運
行
期
間
短
縮
や
休
止
を
図

り
ま
す
。
な
お
、
安
全
確
保
の
た
め
、
代

替
措
置
と
し
て
ス
リ
ッ
プ
防
止
剤
の
散
布

を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
ス
リ
ッ
プ
防
止
剤
を
散
布
い
た
し
ま
す

が
、
通
行
さ
れ
る
方
は
ス
ピ
ー
ド
の
出
し

過
ぎ
等
に
十
分
注
意
し
、
安
全
運
転
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

 　
 
建
設
課
・
管
理
係

（
電
話
５
３
倆
１
１
１
５
）

月月月月月月月月月月月月月月月月
よよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりり
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドド
ヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
テテテテテテテテテテテテテテテテ
ィィィィィィィィィィィィィィィィ
ンンンンンンンンンンンンンンンン

　
月
よ
り
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グググググググググググググググググ

１１１１１１１１１１１１１１１１２２２２２２２２２２２２２２２２１２のののののののののののののののの
運運運運運運運運運運運運運運運運
転転転転転転転転転転転転転転転転
をををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始始始始始始始
しししししししししししししししし
まままままままままままままままま
しししししししししししししししし

の
運
転
を
開
始
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたた

短縮路線 は、役場～留萌信用金
庫増毛支店と役場～神社下までの２
路線で、１２月３日（木）より２月２９日
（月）までの運転といたします。

【
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
運
行
期
間
短
縮
箇
所
図
】

天塩沿岸海岸保全基本計画変更案の縦覧について
北海道では天塩沿岸海岸保全基本計画の変更に当たり、住民の皆さんのご意見をお聴きすることとしています。

　つきましては、変更案を次のとおり縦覧しますので、ご意見のある方は、平成２８年１月１５日（金）までに縦覧場所の

各課へ書面（任意様式）で提出してください。

　縦覧期間　平成２７年１２月８日（火）～平成２８年１月６日（水）

　縦覧場所　留萌振興局留萌建設管理部用地管理室維持管理課、留萌振興局産業振興部水産課及び農村振興課、

　　　　　　増毛町役場建設課

　　※縦覧期間は３０日間、意見提出期限は縦覧終了日から１０日間

  留萌振興局留萌建設管理部用地管理室維持管理課　　電話４２－８３６９　

はじま り ます ！ 

作業が雪除
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●
消
防
署
で
は
、　

月
　
日
か
ら
の
全
道
一
斉
火
災
予
防
運
動
の
実
施
に

１０

１５

合
わ
せ
、
消
防
車
・
各
分
団
積
載
車
の
合
計
７
台
で
の
防
火
パ
レ
ー
ド
、

そ
の
後
、
町
内
２
カ
所
（
中
央
ス
ー
パ
ー
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
増
毛
暑
寒

町
店
）
前
に
お
い
て
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。
啓
発
用
品
は
、
消
防

後
援
会
か
ら
の
寄
付
金
に
よ
り
、
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
購
入
し
、
買
い
物
に
来
た
お
客
様
へ
消
防
職
員
や
、
女
性
消
防
団

員
の
手
か
ら
「
火
の
元
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
声
を
掛
け
な

が
ら
配
布
し
ま
し
た
。

※
消
防
署
で
は
、
各
事
業
所
、
各
自
治
体
に
お
い
て
避
難
訓
練
や
救
命
講

習
を
随
時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 
増
毛
町
消
防
本
部
　
予
防
課
　
５
３
倆
２
１
７
５

「平成２７年１２月２５日～３１日」

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末末火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動歳末火災予防運動
　一年の終わりを迎えるにあたり、何かと忙しくなることで火災に対する警戒心が緩みがち

になります。各家庭及び事業所等では、火気の使用に十分注意し、以下の項目を守り、火災

のない安全、安心な一年を迎えられるようにしましょう。

＜一般家庭での注意点＞

 ○ ガスコンロ等の調理器具、暖房器具を安全に使用し、取扱いを確認しましょう。

 ○ 就寝時又は外出時は必ず火の元を確認しましょう。

 ○ 放火を防止するために、燃えやすい物はしっかりと管理し、物置は必ず施錠しましょう。

 ○ 住宅用火災警報器を設置しましょう。

＜飲食店等の多数出入りする施設での注意点＞

 ○ 防火管理を行ない、夜間の巡視を実施しましょう。

 ○ 消防用設備等の点検・整備をしましょう。

 ○ 消火作業及び避難時に障害となる物件の除去をしましょう。

＜休日中の事務所等での注意点＞

 ○ 火気管理及び通報体制の整備、部外者の進入防止等、警備体制の確認をしましょう。

 増毛町消防本部・予防課（電話 ５３崖２１７５）

平
成
　
年
秋
の
火
災
予
防
運
動

２７
街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
！
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【
自
衛
官
候
補
生（
男
子
）】

■
応
募
資
格

採
用
予
定
日
（
平
成
　
年
３

２８

月
）
の
１
日
現
在
、　

歳
以

１８

上
　
歳
未
満
の
者

２７

■
試
験
日

平
成
　
年
　
月
　
日（
日
）、

２７

１２

１３

　
日（
月
）及
び
平
成
　
年
１

１４

２８

月
～
３
月
も
実
施
し
ま
す

■
試
験
会
場
　
旭
川
駐
屯
地

【
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
】

身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

（
生
徒
）で
あ
り
、
生
徒
手
当

が
支
給
さ
れ
課
程
修
了
時
に

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取

得
で
き
る
。（
提
携
す
る
通
信

制
高
等
学
校
に
編
入
学
）

■
応
募
資
格

中
学
校
卒
業（
見
込
含
む
）の

　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
男
子

１５

１７

■
締
め
切
り

推
薦
試
験
（
募
集
人
員
約
　６０

名
）　

月
４
日（
金
）

１２

一
般
試
験
（
募
集
人
員
約
２

６
０
名
）
平
成
　
年
１
月
８

２８

日（
金
）

■
試
験
期
日

　
推
薦
試
験

平
成
　
年
１
月
９
日
～
　
日

２８

１１

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

　
一
般
試
験

　
平
成
　
年
１
月
　
日（
土
）

２８

２３

■
試
験
種
目

筆
記
試
験
（
第
一
次
試
験：

国
、
数
、
理
、
社
、
英
、
作
文
）

■
試
験
会
場

推
薦
試
験
　
高
等
工
科
学
校

（
神
奈
川
県
横
須
賀
市
）

　
※
推
薦
試
験
に
は
学
校
長
の

推
薦
等
が
必
要
で
す

　
一
般
試
験
　
留
萌
駐
屯
地

 
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

留
萌
地
域
事
務
所
（
電
話
 ４

２
倆
４
６
５
０
）

■
募
集
人
数

　
臨
時
保
育
士
　
１
名

■
応
募
資
格

　
①
平
成
　
年
３
月
末
時
点
で

２８

保
育
士
資
格
取
得
見
込
み

（
卒
業
見
込
み
）の
方

　
②
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

で
増
毛
町
に
在
住
又
は
通

勤
可
能
な
方

■
賃
金

月
額
１
５
２
埀
６
０
０
円
以

上
（
社
保
・
賞
与
・
通
勤
及

び
住
居
手
当
あ
り
）

※
但
し
、
現
時
点
で
の
予
定
で

あ
り
、
正
式
に
は
平
成
　
年
２８

３
月
中
旬
に
決
定
し
ま
す

■
採
用
期
日

　
平
成
　
年
４
月
１
日

２８

■
勤
務
条
件

　【
平
日
】

　
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１５

３０

　
普
通
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１６

３０

　
遅
出
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

００

１８

００

　【
土
曜
（
隔
週
）】

　
早
出
７
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１０

００

　
普
通
９
時
　
分
～
　
時
　
分

００

１１

３０

　
遅
出
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１３

００

■
応
募
方
法

平
成
　
年
　
月
　
日（
水
）ま

２７

１２

３０

で
に
履
歴
書
と
保
育
士
証
の

写
し（
見
込
み
の
方
は
後
日
）

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵

送
可
）

■
応
募
・
問
合
せ
先

福
祉
厚
生
課
・
民
生
係
（
電

話
 ５
３
倆
３
１
１
１
）

「
や
す
ら
ぎ
荘
」
と
は
、
高
齢

者
の
心
身
の
健
康
維
持
と
生
活

の
安
定
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
高
齢
者
専
用
の
寮
で
す
。

居
室
は
６
帖
の
和
室（
個
室
）で
、

管
理
人
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
数
　
２
名

■
対
象
者
　

町
内
に
在
住
の
　
歳
以
上
の

６０

単
身
の
方
で
、
生
活
環
境
・

住
宅
事
情
等
に
よ
り
住
宅
生

活
が
困
難
で
、
日
常
生
活
が

自
立
で
き
る
方
（
要
支
援
、

要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
）

■
費
用

入
居
料
及
び
食
費
、
光
熱
水

費
を
含
め
、概
ね
月
額
５
０
埀

０
０
０
円
程
度
で
す

■
申
込
方
法

福
祉
厚
生
課
・
介
護
保
険
係

に
申
込
書
が
ご
ざ
い
ま
す
。

申
込
に
は
住
民
票
、
健
康
診

断
書
等
必
要
な
書
類
が
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
申
込
書
を
お

渡
し
す
る
際
に
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 
福
祉
厚
生
課
・
介
護
保
険
係

　（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１
）

　
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
林
退
共
制
度
に
加
入
し
て
い

た
が
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け

取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て
い

ま
す
。

　
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て

い
た
が
、
ご
自
身
が
林
退
共
へ

加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い

方
に
つ
い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
罹
災
さ
れ
た
共
済
契

約
者
及
び
被
共
済
者
の
皆
様
に

対
し
、
各
種
手
続
（
共
済
手
帳

の
紛
失
、
退
職
金
の
請
求
等
）

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
で
き

う
る
限
り
の
範
囲
に
お
い
て
速

や
か
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
最
寄
の
支
部

又
は
本
部
へ
お
問
合
せ
、
ご
相

談
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

暮 報情のしら

試

験

平
成
　
年
度
自
衛
官
募
集

２７

募

集

増
毛
町
立
増
毛
（
あ
っ
ぷ

る
）
保
育
所
の
臨
時
保
育

士
を
募
集
し
ま
す

老
人
福
祉
寮「
や
す
ら
ぎ

荘
」の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す

お
知
ら
せ

林
業
退
職
金
共
済
制
度

（
林
退
共
）か
ら
お
知
ら
せ
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独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職

金
共
済
機
構
林
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部
（
電
話
 ０
３
倆

６
７
３
１
倆
２
８
８
７
）

　
道
町
民
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
及
び
軽
自
動

車
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　
町
で
は
、　

月
を
留
萌
管
内

１２

統
一
の
取
組
み
と
し
て
、「
年

末
諸
税
特
別
徴
収
月
間
」
と
し
、

催
告
書
の
発
送
や
自
宅
・
勤
務

先
を
訪
問
し
て
の
催
告
及
び
給

与
・
預
貯
金
の
差
押
え
を
実
施

し
ま
す
。

　
ま
だ
、
納
税
さ
れ
て
い
な
い

方
は
早
急
に
納
税
さ
れ
る
か
、

納
税
に
つ
い
て
必
ず
連
絡
を
く

だ
さ
い
。

　
税
金
は
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し

を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
す
。

納
税
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

 
税
務
課
・
納
税
係

　（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
４
）

　
第
５
回
目
は
ウ
ィ
ン
ド
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
・
ポ
ロ
ゴ
（
木
管
五

重
奏
団
）
を
講
師
に
迎
え
、
分

か
り
や
す
い
解
説
を
交
え
な
が

ら
楽
し
い
音
楽
の
時
間
を
お
届

け
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
開
催
日
時

　
　
月
　
日（
木
）　
時
　
分
～

１２

１０

１９

００

■
開
催
場
所
　

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

■
演
題

「
ポ
ロ
ゴ
の
増
毛
で
音
楽
会
♪
」

■
入
場
料
　
　
無
料

※
北
海
道
文
化
財
団
の
「
文
化

の
宅
配
便
事
業
」
の
た
め
無

料
と
な
り
ま
す
。

 
ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル
運
営

委
員
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
地
域
学
習
課
文
化
振
興
係
、

電
話
 ５
３
倆
２
４
２
７
）

　
元
陣
屋
を
会
場
に
、
ク
リ
ス

マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
リ
ー
ス
作
り
や
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
な
ど
を
用
意
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
開
催
日
時

　
　
月
　
日（
水
）　
時
　
分
～

１２

２３

１３

３０

■
開
催
場
所
　
元
陣
屋

■
対
象
　
幼
児
～
小
学
生

■
入
場
料
　
無
料

※
事
前
に
申
込
み
願
い
ま
す
。

 
総
合
交
流
促
進
施
設
元
陣
屋

　（
電
話
 ５
３
倆
３
５
２
２
）

■
開
催
日
時

　
平
成
　
年
１
月
　
日（
日
）

２８

１０

　
　
時
　
分
～

１４

００

■
開
催
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

■
対
象
者

　
平
成
７
年
４
月
２
日
～

　
　
　
平
成
８
年
４
月
１
日
生

【
内
容
】

　
大
人
と
し
て
の
第
一
歩
を
記

念
と
し
て
式
典
と
祝
賀
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
増
毛
町
に
住
民
登
録
を
さ
れ

て
い
る
方
に
は
、
す
で
に
ご
案

内
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
他
の

市
町
村
に
転
出
さ
れ
、
出
席
を

希
望
さ
れ
る
方
は
　
月
　
日

１２

１５

（
火
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
成
人
式
の
実
行
委
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
成

人
者
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
た

だ
け
る
方
も
　
月
　
日（
火
）ま

１２

１５

で
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

 
教
育
委
員
会
・
地
域
学
習
課

社
会
教
育
係
（
電
話
 ５
３
倆

２
４
２
７
）

　
町
で
は
、
岩
尾
温
泉
あ
っ
た

ま
ー
る
が
休
業
す
る
期
間
、

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け
を
利
用

す
る
高
齢
者
な
ど
を
対
象
に
送

迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

　
運
行
期
間
は
　
月
７
日
か
ら

１２

３
月
　
日
ま
で
の
毎
週
月
曜
日

２８

で
す
。
バ
ス
の
運
行
時
間
及
び

停
留
所
は
、　

月
号
広
報
の
折

１１

込
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 
福
祉
厚
生
課
・
民
生
係

　（
電
話
 ５
３
倆
３
１
１
１
　

　
内
線
５
１
４
）

暮 報情のしら
ｈ
ｔｔ
ｐ
：
//ｗ
ｗ
ｗ
．ｒｉ
ｎ
ｔａｉｋ

ｙ

ｏ
．ｔａｉｓ

ｙ
ｏ
ｋ
ｕ
ｋｉｎ
．ｇ
ｏ
．ｊｐ
/

　
月
は
年
末
諸
税
特
別

１２徴
収
月
間
で
す

ま
し
け
町
民
ス
ク
ー
ル

第
５
回
講
座

元
陣
屋
ま
つ
り

平
成
　
年
２８

増
毛
町
成
人
式

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
ま
し
け

浴
場
行
き
送
迎
バ
ス
の

お
知
ら
せ

新着本案内

  総合交流促進施設元陣屋（電話 ５３崖３５２２）

「僕のおじいちゃんは予言者だ。
ちょこっと注意されたことが、と
んでもない形で僕の身にふりかか
る」ページをめくれば、おじい
ちゃんと僕のくすっと笑える絶妙
な掛け合いが楽しめます。

いわんこっちゃない スギヤマ　カナヨ 著松井　賢一 著

シカ肉をうまくする捕獲解体法のポ
イントを紹介。シカ肉のうまい、ま
ずいはどこで決まる？一に放血、二
に迅速処理、三は加熱で、火はごく
弱火。モモ肉から内臓までシカ肉の
レシピが大集合。

いけるね！シカ肉
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　国民年金保険料の免除（全額免除・一部免除・法定免除）、若年者納付猶予、学生納

付特例の承認を受けられた期間がある場合、保険料を全額納めた方と比べ、老齢基礎

年金（65歳から受けられる年金）の受け取り額が少なくなります。

　そこで、これらの期間の保険料は、将来受け取る老齢基礎年金を増額するために、

10年以内であれば遡って古い月分から納める（追納する）ことができます。ただし、免

除等の承認を受けられた期間の翌年度から起算して３年度目以降に追納されると、当

時の保険料額に一定の加算額が上乗せされます。

○一部免除を受けた期間は、残りの納付すべき保険料が納付されていなければ追納は

できません。
　

○「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が「法定免除・申請免除期間」より先に経過

した（古い）月分である場合は、「若年者納付猶予・学生納付特例期間」が優先します。
　

○「法定免除・申請免除期間」が「若年者納付猶予・学生納付特例期間」より先に経過

した月分である場合は、どちらを優先して納めるか本人が選択できます。
　

○「若年者納付猶予・学生納付特例期間」の中では、先に経過した月分から納めること

になります。
　

○「法定免除・申請免除期間」の中では先に経過した月分から納めることになります。

国民年金保険料の免除期間・納付猶予期間がある方へ

問い合わせ　

留萌年金事務所　（43－7211）

役場町民課保険年金係

　　　　　　　　（53－1113）

国民年金保険料の追納をお勧めします！

市
町
村
が
実
施
し
た
「
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
」「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」「
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」
を

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
に
受
け
た
方
へ
の
お
知
ら
せ

２５

３１

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が
生
じ
、
医
療
機
関
を

受
診
し
た
方
は
、
接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
、
医
療

費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
認
定
を
受
け
る
た
め
に
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機

器
総
合
機
構
（
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
に
請
求
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

支
給
対
象
と
な
る
の
は
、
請
求
し
た
日
か
ら
遡
っ
て
５
年
以
内

に
受
け
た
医
療
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
至
急
請
求
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
具
体
的
な
請
求
方
法
、
必
要
書
類
、
請
求
書
類
の
様
式
や
そ

の
記
載
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
Ｐ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
相
談
窓
口

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

　
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構

　
救
済
制
度
相
談
窓
口

　
緯
０
１
２
０
倆
１
４
９
倆
９
３
１
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
等
の
方
で
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
御
利
用
に
な
れ
な

い
場
合
は
、
０
３
倆
３
５
０
６
倆
９
４
１
１（
有
料
）を
御
利

用
く
だ
さ
い
。

（
受
付
時
間
）

　
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

【
市
町
村
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
増
毛
町
役
場
 福
祉
厚
生
課
 保
健
指
導
係

　
緯
５
３
倆
３
１
１
１

マ
ー
シ
ー
の
年
金
相
談
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 1 2 月 1 9 日　
暑寒別岳スキー場

　寒い季節がやってきました。運動不

足になりがちですが、健康づくりにス

キーを楽しんでみてはいかがですか。

　暑寒別岳スキー場は、１２月１９日から翌年

３月１３日まで毎日営業します。

ナイターは、１月から２月中は毎週金・土曜

日に営業（ただし１月１、２日を除く）します。

　また、３月は平日に限り営業時間を午後

１時からとし、連日午後９時までナイター

も行います。皆さまにご利用いただきや

すい時間帯をご用意しましたので、どうぞ

ご来場ください。

土

　シーズン券を予約購入された方への

特典として全員にロッジの食事券６００

円分２枚をプレゼントします。

　予約は、増毛町役場商工観光課で受

付しています。各チケットは、オープ

ン日以降、スキー場の券売所でお受け

取りください。

〈スキーロッジ〉

　食堂の営業は午後４時で終了しますが、土曜のナイ

ター日は午後８時まで延長します。３月は平日に限り午後

６時までです。

〈スキーバス〉

　送迎バスは、１月２日から２月２８日までの土日・祝

日のみ運行します。　　

発着場所は留萌市住之江町の留萌合同庁舎（留萌振興

局）前から増毛町文化センター経由となります。詳し

くは、広報１月号でご案内します。

お得なスタンプカードを
ご利用ください

　回数券・１日券の乗車券１枚につ

き、スタンプ１個を押印します。

　10個たまれば１日券と引替え。

　なお、オープン初日の19日は、ス

タンプ２倍のサービスデーです。皆

さまのご来場をお待ちしています。

〒０７７崖０２１６　増毛郡増毛町暑寒沢６９８番地１
　役場内連絡先：増毛町役場 商工観光課

ＴＥＬ０１ ６４－５３－３３３２

ＴＥＬ＆Ｆ Ａ Ｘ 0164－53－3002

増毛町 暑寒別岳 スキー場
ＯＰＥＮ 10：00 葛 ＣＬＯＳＥ 17：00

ナ イター  ＣＬＯＳＥ 2 1：0 0
日曜・祝日 ＯＰＥＮ 09：3 0

【リフト料金】

毅１回券　大人　　 ２４０円　（１２０円）

毅１１回券　大人　 ２，４００円（１，２００円）

毅１日券　大人　 ２，５００円（１，５００円）

毅ナイター券　 　１，０００円（１，０００円）

毅シーズン券　　２４，０００円（１２，０００円）

毅３０日券　　　　１０，０００円 （５，０００円）

（３０日券は購入日より30日間有効）

※（　　）は、中学生以下の子ども料金

 １ ０：０ ０
Ｏ ＰＥ Ｎ

オー プン初日はス タンプ２倍

年末年始営業は

１２月３１日午後３時終了　元日午前１０時開始

《ナイター営業》

毅１月、２月の金・土曜日
　　（１月１、２日は除く）

毅３月は１２日までの日曜以外

シーズン券予約受付中
受付期間　平成２７年１２月７日から１２月１７日まで

大人 2 4,0 0 0円　子ども 1 2,0 0 0円
〈予約特典〉

スキー場ロッジ食堂の
　　　　 食事券600円分２枚



12広報ましけ 2 0 1 5．12

土金木水火月日
２１／１

収集休み

３ １

収集休み

３ ０

ペットボトル

プラ製容器

２ ９

可燃ごみ

２ ８

生ごみ

粗大ごみ

１２／２７

９８

不燃ごみ

かん・びん

７

生ごみ

６

ペットボトル

プラ製容器

５

可燃ごみ

４

生ごみ

３

◇年末年始ごみ収集スケジュール◇

※12／31（木）から１／３（日）までは、各ごみ処理場への直接搬入も休みとなります。

　 町民課・町民環境係（℡ ５３崖１１１２）

年末年始のごみ出しにご注意！

　年末年始のごみの収集日程については下記の通りとなりますのでご注意下さい。年末年始の時期

には、ごみ排出量の増加などのためすべてのものがステーションに入りきらない可能性があります。

資源物を外に置くなどの工夫をお願いします。また、普段よりごみの収集時間が遅くなる場合があ

りますので、ご了承願います。

～年末年始の時期にごみを集中して出さないようにご協力をお願いします～

１　月12　月

７
（木）

６
（水）

５
（火）

４
（月）

３
（日）

２
（土）

１
（金）

31
（木）

30
（水）

29
（火）

28
（月）

27
（日）

26
（土）

留萌振興局などの道の機関

役場、健康一番館　※１

教育委員会

文化センター（貸館業務）

17時17時証明書自動交付機　※２

市街診療所　※３

元陣屋

町立体育館

屋内グランド

17時17時15時暑寒別岳スキー場　※４

ごみの収集

し尿くみ取り　※５

増毛葬苑

年末年始休業のお知らせ

※１　死亡や出生、婚姻届などは、役場で日直者が受付けます（８時45分～17時15分）。

※２　証明書自動交付機の使用は、12月30日（水）、１月５日（火）は17時00分までです。

※３　急病により診療を受けたい方は、まず、電話 53－1811で症状などを連絡してください。

※４　暑寒別岳スキー場の営業は、12月31日（木）のみ15時00までです。１月１日（金）は10時00分より

営業を開始します。なお、１月１日（金）、２日（土）のナイター営業は休みになります。

※５　年内のくみ取りを希望される方は、12月24日（木）までに㈲増毛清掃　電話 53－2574 へ連絡し

てください。新年のくみ取りは、１月７日（木）から開始します。なお、１月、２月中の土曜日・

日曜日・祝日は休みになります。

■休業日　■時間帯注意
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１１月末
人口と世帯

（－５）人4,684人口

（＋１）人2,158　男

（－６）人2,526　女

（－１）世帯2,377世帯

（　）は前月との増減

１１月１日～１１月３０日届出分
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ご
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付
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へ
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へ
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）
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）

○
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祉
に

・
大
越
　
幸
男
さ
ん
（
暑
寒
町
）

【
１
月
号
へ
の
掲
載
希
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日（
木
）
ま
で
】

１２

１０

  
町
民
課
・
町
民
環
境
係
（
電
話
 ５
３
倆
１
１
１
２
）

町税の納期について

 税務課・税務係（電話 ５３－１１１４）

国民健康保険税
（第６期）

12月 30 日（ 水 ） 

砕石ペット「まくべい」の配布
　増毛町では、高齢者の雪道での転倒を防止するために積

雪凍結時に自宅前などにまく、５００悪ペットボトル入り砕

石「まくべい」を無償で配布しております。

　今年度も、増毛町黒岩砕石事業所で製造し

た「まくべい」を６００本配布します。

　高齢者がいる世帯に「１軒あたり２本」配

布いたしますので、希望する方は福祉厚生課

５３－３１１１（内線５１５、５１９）までご連絡下さい。

　なお、雪が解けた後、道路に残った「まく

べい」は、まいた人が掃除するよう御協力願います。

※訂正とお詫び

　広報ましけ１１月号１９ページの「人の動き　１０月末人口と世帯」欄に誤りがありました。

　正しくは下記のとおりです。訂正してお詫びいたします。

正　人口 ４，６８９　　女 ２，５３２

誤　人口 ４，６８８　　女 ２，５３１

　エルタックスとは道税の「法人道民税・法人事業税・地

方法人特別税」と町税の「個人住民税」「法人町民税」「固

定資産税（償却資産）」の申告、一部の届出をインターネッ

トを利用して行われるシステムです。

　詳しい情報、ご利用届出はホームページをご覧下さい。

　　ＨＰアドレス　http://www.eltax.jp

【問合せ先】

　留萌振興局地域政策部税務課（電話４２－８４１７）

　増毛町役場税務課税務係（電話５３－１１１４）

道税・町税の申告がネットででき る

北海道

増毛町

その他の
都府県市町村

■ ■
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粗大ごみの収集について（毎月第４月曜日）　　  留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）
①１回の収集につき５点までしか出すことができません。粗大ごみ収集の申込は９：００～１７：００（受付最終日は１５：００）ま
でに、留萌南部衛生組合（電話４３－２５５５・４３－２５８８）に電話申込してください。その際にステーション番号を忘れずに
伝えてください。
※「ごみ分別ハンドブック」では、申込は２日前の１５：００までとなっていますが、増毛町の場合は、３日前（休日の場合、
その前日）の１５：００までとなります。
②ごみ袋販売店にて粗大ごみ処理券を購入し、当該粗大ごみに貼り付け、収集日の９：００までにごみステーション横又は
自宅前に出してください。　　

家庭ごみの収集日について

　生　 生ごみ　 　 可 燃  可燃系埋立ごみ　 不 燃  不燃系埋立ごみ　 プ ラ  プラ製容器　 ペット  ペットボトル

 か・び  かん、びん　　木　 木くず　　　　 金属・危険  金属類、危険ごみ　 粗 大  粗大ごみ

 資源１  紙製容器、雑がみ、白色トレイ、発泡スチロール　 資源２  新聞・チラシ類、雑誌、ダンボール、紙パック

マ
ー
ク
の
見
方

●乳幼児相談 ９：３０～１１：３０ 健康一番館
●ベビーマッサージ教室 １０：００～１１：００
　健康一番館

昭１７●広報ましけ１２月号発行捷７

●なかよしクラブ １０：００～１２：３０ 健康一番館晶１ ８昇８

●暑寒別岳スキー場オープン １０：００～
●元陣屋まつり １３：３０～ 元陣屋

松１ ９昌９

掌２０●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭１ ０

捷２１晶１ １

●定例行政相談所開設 １０：００～１２：００
　文化センター

昇２２松１ ２

 天皇誕生日昌２３●こどもシアター １３：３０～ 元陣屋掌１ ３

●どろんこクラブ １０：００～１１：３０ 健康一番館昭２４●介護予防教室
（①１０：００～１２：００、②１３：３０～１５：００）健康一番館

捷１ ４

●広報ましけ１月号発行
●町民健康相談 ９：００～１１：３０ 健康一番館

粗大ご み申込受付最終日

晶２５●親子遊びの広場（クリスマス）９：３０～１１：００
　健康一番館

昇１ ５

松２６昌１ ６

広
報
ま
し
け
　
　
　
月
号

１２ １２

 可 燃   資源１ 

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

　生　  資源２ 

 不 燃   か・び 

　生　

　生　

 可 燃 

 ペット   プ ラ 

 不 燃   か・び 

　生　  金属・危険 

　生　 　木　

 可 燃   資源１ 

 ペット   プ ラ 

　生　  資源２ 




